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92果樹ウイルヌフリー苗木供給推進事業
分類 ④

カンキツウイルスフリー苗木の育成

５４年～１年（継続）

カンキツの高品質果実の安定的生産のためウイルスフリー苗木を育成し、県

苗,木:農協を通じて苗木生産者に供給する。

１１育成方法

１カンキツウイルスフリー苗木作成過程

フリー化予定品種の苗準備人工『気象器による熱処;理（４０°Ｃ昼／

３０℃一夜の３カ月）茎頂接ぎ木，生長点培養（長さ0.3～０．２ミリ）

順化鉢上げウイルス検定（エライザ法及び植物検定）合格

原々母樹作成（中晩生カンキツにはＣＴＶの弱毒系統接種：ＨＭ５５）

原母樹作成ウイルスフリー苗木（穂木）

２ウイルスの種類及び検定法

温州萎縮ウイルスエライザ法

カンキツモザイクウイルス同上

トリステザウイルス同上

タタリーフウイルスラスクシトレンジでの接ぎ木検定

エクソコーチスウイロイドエトログシトロンでの接ぎ木検定

Ⅲ主要成果の概要．

１ウイルス無毒化事業により育成した穂木を５８年度５品種８．４Kg，５９年

度９品種44Kg，６０年度１２品種59.2Kg、６１年度９品種55.0Kg計１４品種
166.6Kg，配布した ⑨

２６２年度からは苗木で、７品種８０本、６３年度は８品種８５本、平成元年

度は５品種、３１本を配布した｡；．

３５８年度から元年度迄に、計温州ミカン１０品種、中晩生カンキツ２３品種

その他１品種を配布した。

－２０８－
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Ⅳ主要成果の具体的データ．

第１表ウイルスフリー苗木を配-布した品種（５８～１年）

津

津

州

注）①５８～６１年は穂木で配布

②６２～１年は苗木で配布

第２表ウイルスフリー化を完了した品種

瀬戸温州，林温州，福本紅ネーブル〆平戸文旦，大谷伊予柑，水晶文旦

第３表ウイルスフリー化実施中の品種

吉田ネーブル，大三島ネーブル，新甘夏，脇山早生，甘夏つるみ０ キノー

， 平戸文旦，福本紅ネーブル，橘温州，興津３号 小河ネーブル，セミノール

アンコール 白浜１号 回脅糧，木頭柚６号，木頭柚７号，岩崎早生，山川早生
市文早生，上野早生，普通伊予柑

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

カンキツの品種更新に当たっては、産地掘興のためウイルスフリー苗木の計
画的導入に利活用できる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

ウイルス検定期間の短縮化

Ⅶ資料名

６３年度福岡県農業総合賦験喝果樹苗木分喝賦験成績書
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